
ＦＦＧ 平成21年度の業績ハイライト

損益状況（連結ベース）

主な指標

総資金（預金＋NCD）の状況（3行単体合算） 貸出金の状況（3行単体合算）
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不良債権処理を積極的に進めた結果、不良債権比率は21年
3月末比1.10％低下し、2.60％となりました。
自己資本比率（国内基準）は、21年3月末比1.06%上昇し
10.32％、TierⅠ比率も同0.74%上昇の6.30%となりました。

平成21年度の地域経済は、海外需要や国内外の政策
効果に支えられ、設備投資にも下げ止まり感がみられ
ましたが、個人消費や住宅投資等は弱含みの動きが
続いており、先行きにも不透明感が残りました。
「経常収益」は、資金運用収益および株式売却益の
減少等により、前年度比240億円減少の2,572億円と
なりました。
「コア業務純益」は、資金利益および役務取引等利益
の減少をその他業務利益の増加および経費削減により
カバーした結果、前年度比18億円増加し、715億円と
なりました。
「経常利益」は、信用コストの減少および有価証券関係
損益の改善等により、前年度比300億円増加し、331億円
となりました。
「当期純利益」は、前年度比65億円増加し、284億円と
なりました。
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（3行単体合算※21年3月末は分割子会社を含む）
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総資金（預金＋NCD）は、流動性預金を中心に増加した結果、
前年度比2,819億円増加の10兆5,329億円となりました。
※NCD…譲渡性預金

貸出金は、住宅ローンを中心とした個人貸出金が堅調に推移
した一方で、不良債権処理を積極的に進めた結果、前年度比
999億円減少し8兆1,424億円となりました。
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総資金残高（期末残高）
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※1 業務純益＝業務粗利益 － 経費（除く臨時処理分） － 一般貸倒引当金繰入額
※2 コア業務純益＝業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 － 国債等債券損益 
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主な指標

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況

福岡銀行 平成21年度の業績ハイライト

損益状況（単体ベース）
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　「経常収益」は有価証券利息や株式等売却益の減少
等により前年度比154億円減少の1,819億円となりま
した。
　「コア業務純益」は前年度比13億円増加して599億円
となりました。また「経常利益」は、信用コストが大幅
に減少したことを主因に前年度比135億円増加して
305億円、「当期純利益」は前年度比75億円増加して
340億円となりました。
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（単位：億円）

自己資本比率（連結）
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不良債権比率は、21年3月末比1.35％低下し、2.72％とな

りました。
自己資本比率（国内基準）は、21年3月末比0.66%上昇し
11.80%、TierⅠ 比率も同0.42%上昇の9.64%となりました。

総資金（預金＋NCD）は、個人預金が前年度比1,443億円
増加したことを主因に、前年度比2,918億円増加の7兆5,656
億円となりました。
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貸出金は、住宅ローンの積上げを中心とした個人貸出金の
推進を図った一方で、不良債権処理を積極的に進めました結果、
総貸出金は前年度比1,004億円減少の6兆1,111億円となり

ました。
※法人貸出金にはFFG向け貸出金（20年3月末700億円、21年3月末1,050億円、22年3月末　
　1,040億円）を含みます。

（単位：億円）
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損益状況（単体ベース）

主な指標

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況

熊本ファミリー銀行 平成21年度の業績ハイライト
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経 常 収 益
業 務 粗 利 益

業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

経 常 利 益

信 用 コ ス ト
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特 定 取 引 利 益
そ の 他 業 務 利 益
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（単位：億円） 「経常収益」は、貸出金利息の減少を主因に、前年
度比41億円減少の302億円となりました。
「コア業務純益」は前年度比4億円増加して64億円
となりました。また「経常利益」は、有価証券関係損益
の改善および信用コストの減少を主因に前年度比
15億円増加して10億円、「当期純利益」は前年度比
4億円減少して4億円となりました。
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自己資本比率（単体）
　うちＴｉe rⅠ比 率
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　不良債権比率は、21年3月末比0.31％上昇し、1.64％とな
りました。
自己資本比率（国内基準）は、21年3月末比0.28%上昇し
9.37％、TierⅠ比率も同0.24%上昇の7.22%となりました。

総資金（預金＋NCD）は、店舗統廃合等の影響により、個人
預金が前年度比72億円減少、法人預金が前年度比53億円減少
となり、前年度比130億円減少の1兆666億円となりました。

貸出金は、住宅ローンの積上げにより、個人部門（個人貸出金）
は前年度比60億円増加となりましたが、法人部門（法人貸出金、
公金貸出金）が前年度比201億円減少となった結果、前年度
比141億円減少の8,496億円となりました。

（単位：億円）
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主な指標

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況

損益状況（単体ベース）

親和銀行 平成21年度の業績ハイライト
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「経常収益」は、貸出金利息の減少を主因に、前年
度比56億円減少の432億円となりました。
「コア業務純益」は前年度比4億円増加して91億円
となりました。また「経常利益」は、有価証券関係損益
の改善および信用コストの減少を主因に前年度比
200億円増加して74億円、「当期純利益」は前年度比
71億円増加して61億円となりました。
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業 務 粗 利 益

業 務 純 益
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経 常 利 益

信 用 コ ス ト

当 期 純 利 益

資 金 利 益
　 国 内 部 門
　 国 際 部 門
役 務 取 引 等 利 益
特 定 取 引 利 益
そ の 他 業 務 利 益

経費（除く臨時処理分）

前年度比
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（単位：億円）

平成20年度 平成21年度

自己資本比率（連結）
　うちＴｉe rⅠ比 率
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　不良債権比率は、21年3月末比0.81％低下し、2.66％とな
りました。
自己資本比率（国内基準）は、21年3月末比1.27%上昇し
11.39％、TierⅠ比率も同0.90%上昇の7.26%となりました。

総資金（預金＋NCD）は、店舗統廃合などの影響により、
個人預金が前年度比334億円減少、法人預金が前年度比
32億円減少となりましたが、NCDが前年度比398億円増加と
なった結果、前年度比31億円増加の1兆9,005億円となりま
した。

貸出金は、法人部門（法人貸出金、公金貸出金）は前年度比
252億円減少となりましたが、個人部門（個人貸出金）は住宅
ローンの積み上げを中心に前年度比398億円増加となった
結果、前年度比146億円増加の1兆1,817億円となりました。

（単位：億円）

総資金残高（期末残高） 個人預金 法人預金 NCD
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貸出金残高（期末残高） 個人貸出金 法人貸出金 公金貸出金
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